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二〇一三年）では、 雑誌『アル＝キッサ』を対象に、イスラームの商品化について論じている。イスラーム知識の程度に関わらず幅広い読者層を想定したこの雑誌が、大衆のニーズを探りながら内容やスタイルを変え、最終的には預言者一族サイイド 商品力の高さを見出して他のイスラーム雑誌と差別化 ていく過程が詳述されている。このほ
か、宗教者のポスターや祈祷のＣＤ・ＤＶＤなど『アル＝キッサ』独自の豪華な付録についても紹介されており、これらの付録がどこまで読者の購買意欲をかきたてるのか気になるところである。一方、同著収録の野中葉著「イスラーム的価値 大衆化―書籍 映画に見 イスラーム的小説 台頭」では、イスラーム的価値を大衆へ根付かせた小説や映画を取り上げている。これらの媒体が民主化やグローバル化を通じて新たな価値創出の拠り所となる でンドネシアのイスラ ム化が進み、同時に伝統的宗教権威に代わってイスラームの理想像 人びとに提供していることを指摘している。　
最後に、宗教市場の様相と政党の
選挙戦略を扱った見市建著『新興大国インドネシアの宗教市場と政治』（ＮＴＴ出版
　
二〇一四年）
を紹介
したい。宗教組織や政党・政治家などの供給側と、宗教活動への参加者や有権者と った需要側の相互作用によるイスラームを中心とした「市場」の形成を明らかにしている。イスラーム主義政党の台頭や「セレブ説教師」の求心力など、初の庶民出身大統領ジョコ・ウィドドを誕生させた近年の市 動向を様々な角度から論じている。（とさ
　
みなみ／アジア経済研究所
　
図書館）
インドネシア・イスラームを理解する
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